
   
早早
稲稲
田田
大大
学学  

文文
化化
構構
想想
学学
部部  

 
総 
論 

        

Ｔ
ｏ
ｐ
ｉ
ｃ
ｓ 

１
… 

全
体
の
出
題
形
式
は
昨
年
を
踏
襲
。
大
問
（
一
）
が
Ａ
と
Ｂ
二
つ
の
文
章
を
併
載
し
た
現
代
文
、
（
二
）
は
現
代
文

単
独
問
題
、
（
三
）
は
現
古
漢
融
合
問
題
と
い
う
大
問
の
構
成
で
あ
る
。
（
一
）
と
（
三
）
は
、
本
学
部
独
特
の
傾
向
で

あ
り
、
研
究
と
対
策
は
不
可
欠
。 

２
… 

現
代
文
問
題
の
負
担
軽
減
。
大
幅
に
長
文
化
し
た
昨
年
度
と
比
較
し
て
、
本
年
は
（
一
）
が
合
計
七
〇
〇
字
程
度
、

（
二
）
が
八
〇
〇
字
程
度
減
少
し
、
短
く
な
っ
た
。
ま
た
、
（
一
）
の
設
問
が
一
題
減
り
、
（
二
）
か
ら
厄
介
な
複
数
解

答
の
問
題
が
姿
を
消
し
た
た
め
、
時
間
的
負
担
が
軽
く
な
っ
た
。 

３
… 

漢
文
の
比
重
の
更
な
る
強
化
。
現
古
漢
融
合
の
大
問
（
三
）
で
は
、
漢
文
関
係
の
問
題
が
増
加
。
ま
た
融
合
問
題
の

現
代
文
も
テ
ー
マ
・
文
体
と
も
に
漢
文
的
色
彩
の
強
い
も
の
と
な
り
、
昨
年
の
現
代
文
と
は
大
き
く
様
変
わ
り
し
た
。 

 こ
ん
な
力
が
求
め
ら
れ
る
！ 

ま
ず
は
、
（
一
）
～
（
三
）
す
べ
て
の
大
問
に
課
さ
れ
る
現
代
文
の
読
解
力
。
最
近
の
人
物
に
よ
る
現
代
評
論
か
ら
、
明

治
大
正
期
の
文
章
ま
で
対
応
で
き
る
懐
の
広
い
読
解
力
が
必
要
。
文
化
・
文
学
評
論
は
頻
出
な
の
で
定
期
的
に
目
を
通
し
、

テ
ー
マ
を
「
問
題
意
識
」
と
し
て
日
常
的
に
蓄
え
て
お
く
と
よ
い
。
読
解
の
分
量
は
か
な
り
多
い
の
で
、
「
論
理
構
造
」
を

意
識
し
な
が
ら
、
簡
潔
に
趣
旨
を
把
握
す
る
能
力
を
普
段
の
授
業
か
ら
練
習
す
る
。
二
〇
〇
八
年
度
限
り
で
影
を
潜
め
た

が
、
近
代
文
語
文
の
対
策
も
怠
り
な
く
。 

語
句
の
知
識
が
設
問
に
直
接
間
接
に
多
く
関
わ
る
の
で
、
漢
字
を
含
め
た
「
語
彙
力
」
の
増
強
は
必
須
。
た
だ
し
、
大

問
（
一
）
で
Ａ
・
Ｂ
二
文
の
関
連
を
見
る
問
題
が
数
題
課
さ
れ
る
他
は
、
早
稲
田
大
学
の
一
般
的
な
出
題
形
式
と
あ
ま
り

変
わ
ら
な
い
の
で
、
他
学
部
の
問
題
に
も
積
極
的
に
あ
た
り
、
早
稲
田
現
代
文
の
思
考
法
を
洗
練
さ
せ
て
お
く
こ
と
。 

大
問
（
三
）
は
現
古
漢
融
合
問
題
で
あ
る
が
、
設
問
は
平
等
に
付
さ
れ
る
の
で
、
古
文
・
漢
文
の
学
習
も
お
ろ
そ
か
に

し
な
い
よ
う
に
。
古
文
は
例
年
平
易
でS

t
a
n
d
a
r
d

レ
ベ
ル
で
あ
る
の
に
対
し
、
後
に
「
大
問
別
分
析
」
で
も
触
れ
る
よ
う

に
、
漢
文
は
と
き
に
文
学
史
の
知
識
ま
で
も
要
求
さ
れ
る
。
お
茶
ゼ
ミ
設
置
の
漢
文
講
座
を
基
礎
の
段
階
か
ら
受
講
し
、

確
か
な
対
策
を
行
う
こ
と
は
必
須
。
そ
の
地
道
な
学
習
は
、
文
語
文
や
語
彙
力
の
強
化
に
も
必
ず
反
映
さ
れ
る
は
ず
だ
。 

「
大
問
別
分
析
」
に
書
い
た
「
小
問
別
難
易
度
」
の
Ａ
問
題
を
完
答
～
九
割
、
Ｂ
問
題
を
五
割
程
度
の
正
答
率
で
合
格

ラ
イ
ン
に
到
達
可
能
と
思
わ
れ
る
。
二
〇
〇
九
年
度
の
よ
う
に
時
間
配
分
に
苦
心
す
る
場
合
も
あ
る
が
、
難
易
度
は
受
験

生
の
実
力
を
十
分
に
把
握
し
た
標
準
的
な
も
の
ば
か
り
。A

d
v
a
n
c
e
d

レ
ベ
ル
の
国
語
力
で
も
十
分
対
応
可
能
。
た
だ
し
、

受
験
は
相
対
評
価
で
あ
る
以
上
、
他
の
受
験
生
を
超
え
る
実
力
が
要
求
さ
れ
る
の
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
ウ
ィ
ー
ク
リ
ー

テ
ス
ト
で
は
満
点
か
そ
れ
に
迫
る
得
点
を
「
毎
週
」
獲
得
し
て
、
基
本
的
な
知
識
の
地
盤
を
固
め
る
こ
と
。 

A
d
v
a
n
c
e
d

国
語
テ
キ
ス
ト
所
収
の
早
稲
田
大
学
の
現
代
文
は
、
難
易
度
Ａ
レ
ベ
ル
の
問
題
の
割
合
が
多
い
。
満
点
も
視

野
に
入
れ
つ
つ
、
85
パ
ー
セ
ン
ト
程
度
の
正
答
率
が
必
須
の
条
件
。
難
度
の
高
い
現
代
文
の
並
ぶ
Ｏ
Ｓ
ク
ラ
ス
で
あ
っ
て

も
油
断
は
禁
物
。
や
は
り
70
～
75
パ
ー
セ
ン
ト
程
度
の
正
答
率
が
「
安
定
し
て
」
得
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。 

平
常
の
授
業
で
知
識
力
・
思
考
力
を
積
み
重
ね
、
ま
ず
は
セ
ン
タ
ー
試
験
で
85
パ
ー
セ
ン
ト
（
一
七
〇
点
）
以
上
の
得

点
を
可
能
に
し
よ
う
。
自
信
を
持
っ
て
本
番
に
臨
む
準
備
が
で
き
る
は
ず
だ
。 
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３
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２
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融
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Ｃ
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Ｂ
合
否
を
分
け
る
問
題
、
Ａ
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大 

問 

別 

分 

析 
 

【
一
】 

●
本
大
問
の
特
徴
・
概
要 

○ 

（
一
）
の
Ａ
・
Ｂ
二
つ
の
文
を
読
ん
で
解
か
せ
る
形
式
は
従
来
通
り
。
し
か
し
、
本
文
・
設
問
と
も
に
年
々
緩
や
か
に

傾
向
の
変
化
が
繰
り
返
さ
れ
て
い
る
。 

○ 

二
〇
〇
七
～
八
年
度
ま
で
続
い
た
「
近
代
文
語
文
＋
現
代
文
」
と
い
う
組
み
合
わ
せ
が
、
二
〇
〇
九
年
か
ら
は
「
古
典

仮
名
遣
い
の
現
代
文
＋
現
代
評
論
」
へ
と
移
行
。
本
年
度
は
つ
い
に
両
文
と
も
に
戦
後
の
評
論
文
と
な
り
、
古
く
書
か
れ

た
方
の
文
章
も
（
促
音
の
大
文
字
化
を
除
い
て
）
古
典
仮
名
遣
い
が
な
く
な
っ
た
。
二
つ
の
文
章
の
文
体
的
な
懸
隔
は
年
々

埋
ま
り
つ
つ
あ
る
。 

○ 

設
問
形
式
も
、
二
〇
〇
九
年
度
か
ら
若
干
の
変
化
が
あ
る
。
全
七
題
に
な
り
一
題
減
少
。
そ
し
て
恒
例
だ
っ
た
、
語
彙

力
の
有
無
を
試
す
問
題
が
姿
を
消
し
て
い
る
。
加
え
て
（
一
）
必
出
の
Ａ
・
Ｂ
二
文
章
の
関
連
を
聞
く
問
題
が
、
前
年
の

二
題
か
ら
一
題
（
問
三
）
の
み
に
減
り
、
難
易
度
は
大
幅
に
易
化
し
た
。
全
体
的
に
も
「
易
化
」
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。 

●
注
目
す
べ
き
小
問 

・
分
岐
点
と
な
る
の
は
問
一
・
問
七
の
二
題
。
両
方
と
も
正
答
し
、
（
一
）
は
満
点
を
目
指
せ
！ 

問
一 

傍
線
部
説
明
問
題
。
直
前
ま
で
の
文
脈
か
ら
、
「
ヨ
オ
ロ
ッ
パ
化
」
に
対
す
る
東
洋
の
抵
抗
も
、
「
ヨ
オ
ロ
ッ
パ
化
」

＝
「
世
界
史
の
進
歩
」
＝
「
理
性
（
合
理
主
義
）
の
勝
利
」
＝
歴
史
の
「
自
然
調
節
・
客
観
的
法
則
」
の
一
過
程
に

す
ぎ
な
い
と
い
う
内
容
を
読
み
取
る
こ
と
。 

問
七 

空
所
補
充
問
題
。
内
容
を
し
っ
か
り
考
え
る
必
要
が
あ
る
点
で
、
問
四
・
問
六
よ
り
も
高
度
。
こ
こ
も
ポ
イ
ン
ト

に
な
る
の
は
直
前
ま
で
の
読
解
。
相
手
を
基
準
に
し
て
み
ず
か
ら
を
顧
み
る
こ
と
を
し
な
い
の
は
「
自
分
自
身
に
満

足
」
し
て
い
る
か
ら
、
と
い
う
理
解
を
導
く
こ
と
が
で
き
た
か
ど
う
か
。
ま
た
、
次
段
落
を
参
考
に
し
て
も
よ
い
。 

・
注
意
す
べ
き
文
化
構
想
学
部
の
頻
出
傾
向
は
問
三
と
問
四
。
た
だ
し
今
年
は
両
方
と
も
平
易
。
落
と
さ
な
い
よ
う
に
。 

問
三 

大
問
（
一
）
で
は
必
ず
出
題
さ
れ
る
、
Ａ
文
と
共
通
す
る
内
容
を
Ｂ
文
か
ら
指
摘
す
る
と
い
う
、
二
つ
の
文
章
の

関
連
を
読
み
取
る
問
題
。
結
局
は
つ
な
が
り
を
見
つ
け
る
も
の
な
の
で
、
内
容
的
・
構
造
的
な
対
応
を
意
識
し
よ
う
。

今
回
は
設
問
文
も
ヒ
ン
ト
。 

問
四 

複
数
の
空
欄
が
セ
ッ
ト
に
な
っ
た
空
所
補
充
。
早
稲
田
で
は
他
学
部
で
も
し
ば
し
ば
出
題
さ
れ
る
。
空
欄
と
つ
な

が
る
前
後
の
表
現
に
注
目
し
て
、
ヒ
ン
ト
を
求
め
て
い
き
た
い
。
解
き
や
す
い
も
の
を
優
先
す
る
柔
軟
性
も
、
こ
の

種
の
問
題
で
は
必
要
。 

お
茶
ゼ
ミ
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
と
の
関
連 

高
３
Ｏ
Ｓ
早
大
10
月
期
２
回
（
文
化
構
想
学
部
の
過
去
問
演
習
） 

文
化
構
想
学
部
直
前
特
訓
・
予
想
問
題
（
ポ
ス
ト
コ
ロ
ニ
ア
ル
批
評
） 

時
間
配
分
の
目
安 

 

30
／ 

90
分 

予
想
配
点 

 
25
／

75
点 

出
題

文
章

小
問
別
難
易
度 

※
問
題
難
易
度
：
Ｃ
難
問
、
Ｂ
合
否
を
分
け
る
問
題
、
Ａ
正
答
す
べ
き
問
題
、
を
示
す 

問
一 

Ｂ 
 

問
二 

Ａ 
 

問
三 

Ａ 
 

問
四 
Ａ 

 

問
五 

Ａ 
 

問
六 

Ａ 
 

問
七 

Ｂ 

形
式 

選
択
式
６
題
［
傍
線
部
趣
旨
説
明
３
題
、
空
所
補
充
３
題
］ 

記
述
式
１
題
［
同
一
趣
旨
の
抜
き
出
し
］ 

の
種
類
／
ジ
ャ
ン
ル 

現
代
文
／
評
論 

〔
文
字
数
〕
約
四
二
〇
〇
字
（
Ａ
＝
約
二
六
〇
〇
字
・
Ｂ
＝
約
一
六
〇
〇
字
） 

〔
出
典
〕
Ａ 
竹
内
好
「
中
国
の
近
代
と
日
本
の
近
代
」 

Ｂ 

溝
口
雄
三
「
〈
中
国
の
近
代
〉
を
み
る
視
点
」 
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【
二
】 

●
本
大
問
の
特
徴
・
概
要 

）
の
現
代
文
単
独
問
題
は
本
年

○ 

（
二

度
も
継
承
。 

○

家

度
は
と
う
と

う
出
典
が
小

学
者
の
も
の
に
な
っ
た
。
昨
年
度
か
ら
八
〇
〇
字
程
度
字

数
は
減
少
し
た
も
の
の
、
議
論
は
抽
象
的
で
あ
り
、
文
体
が
詩
的
に
洗
練
さ
れ
て
い
る
た
め
読
解
は
そ
れ
ほ
ど
容
易
で

は
な
い
。
た
だ
し
彼
は
難
関
大
学
入
試
頻
出
の
人
物
で
も
あ
る
。
苦
手
意
識
は
禁
物
。
全
体
は
一
つ
の
趣
旨
が
反
復
さ

れ
る
構
造
に
す
ぎ
な
い
の
で
、
骨
格
を
確
か
に
捉
え
た
揺
る
ぎ
な
い
内
容
理
解
に
努
め
た
い
。 

 

現
代
作

の
随
筆
と
い
う
形
で
始
ま
っ
た
二
〇
〇
七
年
度
か
ら
徐
々
に
文
章
が
評
論
的
に
な
り
、
本
年

説
家
か
ら
離
れ
、
現
代
を
代
表
す
る
文
化
人
類

○

題
が

さ
れ
た
「
合
致
し
な
い
」
も
の
を
「
す
べ
て
」
選
択
す
る
問
題
も
一
年
限
り
で
姿
を
消
し
た
。
結
果
と
し
て
、
形
式
的

に
文
化
構
想
学
部
ら
し
さ
を
指
摘
で
き
る
よ
う
な
設
問
が
な
く
な
り
、
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
オ
ー
ソ
ド
ッ
ク
ス
な
問
題

に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
が
可
能
で
あ
ろ
う
。
総
合
的
な
難
易
度
は
「
昨
年
度
並
み
」
だ
と
思
わ
れ
る
。 

 

小
問
数
は
七
題
で
、
前
年
通
り
。
た
だ
し
、
全
体
の
設
問
は
や
や
軽
量
化
し
た
印
象
を
受
け
る
。
脱
文
挿
入
問

復
活
す
る
一
方
、
漢
字
書
き
取
り
が
一
題
の
み
に
縮
小
。
客
観
問
題
も
選
択
肢
が
短
文
化
し
、
昨
年
度
突
発
的
に
出
題

●
注
目
す
べ
き
小
問 

・
点
差
を
つ
け
る
こ
と
の
で
き
る
の
は
、
問
十
一
・
問
十
二
・
問
十
三
。
他
は
完
答
が
必
須
。 

問
十
一 

傍
線
部
の
説
明
問
題
。
選
択
肢
の
表
現
が
工
夫
さ
れ
て
お
り
、
す
べ
て
の
設
問
の
な
か
で
も
っ
と
も
高
度
。
ま

ず
、
傍
線
部
が
こ
の
文
の
主
語
で
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
る
。
す
る
と
、
述
部
で
あ
る
「
作
曲
さ
れ
た
音
の
響
き
と

同
等
に
並
び
立
つ
、
音
の
ゆ
る
や
か
に
接
続
す
る
地
平
」
に
目
が
向
く
は
ず
。
「
同
等
に
並
び
立
」
っ
て
両
者
が
「
接

続
」
す
る
た
め
に
は
、
ハ
の
よ
う
に
「
外
部
」
に
存
在
し
て
い
な
く
て
は
な
ら
な
い
。 

問
十
二 

こ
の
空
所
補
充
問
題
は
、
安
易
に
「
特
権
的
」
に
飛
び
つ
く
こ
と
の
無
い
よ
う
に
。
空
欄
に
入
る
の
は
、
音
楽

の
「
現
実
」
。
「
現
実
」
と
「
理
想
」
と
い
う
二
項
対
立
の
典
型
か
ら
考
え
て
み
る
。
ケ
ー
ジ
が
望
む
の
は
、
「
沈
黙

を
音
楽
の
な
か
に
緩
や
か
に
接
続
」
（
４
段
落
）
し
た
り
、
「
私
た
ち
の
音
を
め
ぐ
る
思
想
に
ま
っ
た
く
新
し
い
ヴ

ィ
ジ
ョ
ン
を
も
た
ら
し
て
」
（
６
段
落
）
い
く
こ
と
。
そ
れ
と
反
対
の
否
定
的
な
「
現
実
」
は
、
音
楽
が
自
ら
の
分

野
に
閉
じ
こ
も
り
、
他
を
排
除
し
よ
う
と
す
る
「
自
閉
的
」
な
状
況
だ
ろ
う
。
外
部
を
拒
絶
す
る
姿
勢
は
、
前
文

か
ら
も
読
み
取
れ
る
。 

問
十
三 

こ
の
内
容
一
致
は
、
消
去
法
を
有
効
に
用
い
よ
う
。
ロ
・
ニ
・
ホ
は
、
誤
答
の
根
拠
が
そ
れ
ぞ
れ
明
確
。
問
題

は
ハ
の
消
去
。
「
無
機
物
的
」
を
１
段
落
と
比
較
し
て
誤
り
と
認
識
で
き
る
か
ど
う
か
は
、
語
彙
力
の
有
無
に
か
か

っ
て
い
る
。
言
葉
の
知
識
を
積
極
的
に
増
や
し
た
い
。
イ
で
も
っ
と
も
迷
う
「
時
間
の
持
続
と
い
う
指
標
」
は
、

５
段
落
の
「
沈
黙
と
い
う
充
満
し
た
無
時
間
の
持
続
」
や
、
６
段
落
の
「
沈
黙
と
い
う
音
の
持
続
の
創
造
性
」
な

ど
の
表
現
を
援
用
し
て
解
釈
す
れ
ば
、
本
文
の
趣
旨
に
適
っ
て
い
る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。 

お
茶
ゼ
ミ
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
と
の
関
連 

 

二
〇
〇
八
年
お
茶
ゼ
ミ
模
試
第
４
回
（
今
福
龍
太
氏
の
文
章
を
出
題
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

冬
期
講
習
「
高
３
早
大
現
代
文
」
（
今
福
龍
太
『
野
生
の
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
』
）

時
間
配
分
の
目
安 

25
／

90
分 

予
想
配
点 
20
／

75
点 

小
問
別
難
易
度 

※
問
題
難
易
度
：
Ｃ
難
問
、
Ｂ
合
否
を
分
け
る
問
題
、
Ａ
正
答
す
べ
き
問
題
、
を
示
す 

問
八 

Ａ 
 

問
九 

Ａ 
 

問
十 

Ａ 
 

問
十
一 

Ｂ 
 

問
十
二 

Ｂ 
 

問
十
三 

Ａ 
 

問
十
四 

Ａ 

出
題

文
章
の
種
類
／
ジ
ャ
ン
ル 

現
代
文
／
評
論 

形
式 

選
択
式
６
題
［
脱
文
挿
入
１
題
、
傍
線
部
説
明
２
題
、
空
所
補
充
２
題
、
内
容
一
致
１
題
］ 

記
述
式
１
題
［
漢
字
書
き
取
り
］ 

〔
文
字
数
〕
約
二
〇
〇
〇
字 

〔
出
典
〕 
今
福
龍
太
「
音
の
襞
、
こ
と
ば
の
隈
」 

http://www.ochazemi.co.jp/
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【
三
】 

                  

●
本
大
問
の
特
徴
・
概
要 

○ 

（
三
）
の
現
古
漢
融
合
問
題
も
例
年
通
り
。 

○ 

甲
の
現
代
文
は
森
鷗
外
の
歴
史
小
説
。
昨
年
度
ま
で
の
よ
う
な
、
純
粋
な
評
論
読
解
を
も
と
に
し
た
「
現
代
文
ら
し

い
現
代
文
」
が
（
三
）
で
は
出
題
さ
れ
な
く
な
っ
た
。 

○ 

乙
の
漢
文
は
二
〇
〇
八
年
以
来
の
、
独
立
し
た
漢
文
問
題
が
復
活
。
分
量
は
前
年
並
み
だ
が
、
融
合
文
と
は
違
っ
て
ま

わ
り
に
現
代
文
の
助
け
が
な
い
た
め
、
そ
の
ぶ
ん
本
当
の
漢
文
読
解
力
が
試
さ
れ
る
。
ま
た
、
Ｔ
ｏ
ｐ
ｉ
ｃ
ｓ
で
も
記
し

た
よ
う
に
、
漢
文
の
問
題
が
増
加
傾
向
。
句
法
・
文
学
史
・
読
解
ま
で
の
幅
広
い
漢
文
学
習
は
不
可
避
と
い
え
よ
う
。 

○ 

丙
の
古
文
『
唐
物
語
』
は
、
入
試
頻
出
の
説
話
。
こ
こ
数
年
、
漢
文
よ
り
古
文
の
比
重
が
相
対
的
に
軽
く
、
付
帯
的

な
位
置
づ
け
に
止
ま
る
印
象
が
あ
る
。
今
年
も
語
彙
・
内
容
と
も
に
相
変
わ
ら
ず
平
易
で
あ
っ
た
。 

○ 

二
〇
〇
九
年
度
か
ら
の
傾
向
変
化
に
戸
惑
っ
た
学
生
も
多
か
っ
た
だ
ろ
う
が
、
解
答
に
苦
労
す
る
問
題
は
昨
年
度
に
も

あ
り
、
全
体
と
し
て
は
「
前
年
並
み
」
の
難
易
度
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。 

 

●
注
目
す
べ
き
小
問 

・
問
十
五
・
十
九
は
、
学
習
し
て
い
る
人
に
は
基
本
。
つ
ま
り
で
き
な
い
人
と
き
っ
ち
り
差
が
つ
く
問
題
。
地
に
足
の
つ

い
た
漢
文
学
習
は
、
本
学
部
受
験
の
学
生
は
も
は
や
必
須
で
あ
る
。 

問
十
五 

昨
年
度
に
引
き
続
い
て
漢
文
（
漢
詩
）
分
野
か
ら
文
学
史
が
出
題
さ
れ
た
。
昨
年
の
陶
淵
明
に
対
し
て
、
今
年

は
白
居
易
の
代
表
作
。
記
述
で
解
答
す
る
た
め
昨
年
度
よ
り
実
力
差
が
明
確
に
現
れ
る
。 

問
十
九 

漢
文
の
返
り
点
問
題
。
傍
線
部
の
「
使
」
が
、
普
通
「
～
し
メ
バ
」
と
使
役
の
よ
う
に
訓
読
す
る
、
仮
定
の
用

法
で
あ
る
こ
と
に
気
づ
く
こ
と
。 

問
二
十 

古
文
の
傍
線
部
解
釈
（
説
明
）
。
「
何
と
な
く
」
で
は
な
く
、
「
根
拠
」
を
ふ
ま
え
て
筋
道
だ
っ
た
解
答
の
導
き
を

行
い
た
い
。
白
楽
天
の
零
落
し
た
状
況
と
、
「
し
づ
ま
ざ
り
け
り
」
の
「
ざ
り
」
が
打
消
の
助
動
詞
で
あ
る
こ
と

を
踏
ま
え
て
、
「
私
一
人
だ
け
が
沈
ん
で
は
い
な
い
」
と
い
う
の
が
こ
こ
の
骨
格
と
な
る
趣
旨
だ
と
気
づ
く
こ
と
。 

問
二
十
三 

現
古
漢
す
べ
て
に
ま
た
が
っ
た
内
容
一
致
。
問
題
文
全
体
を
見
る
必
要
が
あ
る
た
め
手
間
が
か
か
る
。
た
だ
、

選
択
肢
そ
の
も
の
に
判
断
を
惑
わ
す
微
妙
な
表
現
は
な
い
の
で
、
本
文
と
選
択
肢
を
丁
寧
に
照
合
す
れ
ば
容
易

に
解
答
可
能
。
も
ち
ろ
ん
「
二
つ
」
答
え
る
こ
と
も
忘
れ
ず
に
。 

お
茶
ゼ
ミ
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
と
の
関
連 

 

お
茶
ゼ
ミ
設
置
の
一
連
の
「
漢
文
」
講
座 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

夏
期
講
習
「
古
文
読
解
上
級
」
12
課
（
白
居
易
『
長
恨
歌
』
の
知
識
） 

 

時
間
配
分
の
目
安 

35
／

90
分 

予
想
配
点 

 

30
／

75
点 

小
問
別
難
易
度 

※
問
題
難
易
度
：
Ｃ
難
問
、
Ｂ
合
否
を
分
け
る
問
題
、
Ａ
正
答
す
べ
き
問
題
、
を
示
す 

問
十
五 

Ａ 
 

問
十
六 

Ａ 
 

問
十
七 

Ｂ 
 

問
十
八 

Ａ 
 

問
十
九 

Ａ 

問
二
十 

Ｂ 
 

問
二
十
一 

Ａ 
 

問
二
十
二 

Ａ 
 

 
問
二
十
三 

と
も
に
Ｂ 

出
題
形
式 

選
択
式
９
題
［
傍
線
部
趣
旨
説
明
３
題
、
理
由
説
明
２
題
、
漢
文
の
返
り
点
１
題
、 

空
所
補
充
１
題
、
内
容
一
致
１
題
×
２
］ 

記
述
式
１
題
［
文
学
史
（
漢
文
）
］ 

文
章
の
種
類
／
ジ
ャ
ン
ル 

現
代
文
／
小
説 

 

漢
文
／
伝
記 

 

古
文
／
説
話 

〔
出
典
〕 
甲
（
現
代
文
） 

森
鷗
外
『
魚
玄
機
』 

 
 

 
 

 
 

乙
（
漢
文
） 

 

『
唐
才
子
伝
』
巻
八
「
魚
玄
機
」 

 
 

 
 
 
 

丙
（
古
文
） 

 

『
唐
物
語
』 

 

〔
文
字
数
〕
約
二
七
〇
〇
字
（
現
代
文
＝
約
一
六
〇
〇
字
・
漢
文
＝
一
一
六
字
・
古
文
＝
約
一
〇
〇
〇
字
） 
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